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第 2 章  先 行研究  
本研究に関連する研究は，初対面場面に関わる研究と，言語管理理論を基礎として行わ















第 3 章  本 研究の枠組み  




















      













第 4 章  研 究方法  
本研究は，関東圏の某私立大学に在籍する日本人学生（学部生・大学院生）と，同じ大
学に在籍する留学生(学部留学生・大学院生・日本語研修課程生)の，初対面から三回目ま














































































第 7 章  言 語的規範と管理プロセス  
























第 8 章  規 範の動態性  











































てはより強い否定的評価を持つと言える。さらに，NNS は NS よりもコミュニケーション
の達成度に否定的な評価を感じていることも指摘できる。  
































態性・特殊性と日本語教育との関連性について以下の 4 点が結論とされている。 








日本語教育が内的場面のみに規範性を求めると，エキスパートである NS と NNS 間に権
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